
最近の調査報告 

竹島問題研究会副座長 杉原隆 

平成 22 年 8 月 23 日 

１． 神戸市立博物館所蔵の「子山島」の載る「江原道図」 

「朝鮮地図帳（仮）」(館蔵品目録・地図の部５朝鮮地図関係№165) 

 

 

茂山都護府が1684年

に設置される 

「咸鏡道図」 

「江原道図」 



                     

「慶尚道図」 

 

 

 

 

 

        （郡・邑から県に） 

安陰 

山陰 
１７６７年 → 

安義 

山清 

 

 

 

 

 

 

 



２． 隠岐知夫村佐藤家の「隠州視聴合記」について 

 

佐藤家本（古代出雲歴史博物館所蔵） 

富永芳久の筆写 

 

富永芳久：文化 10（1813）～明治 13（1880）

近世末期の歌人、神職 

出雲大社の神職で代々国造北島家に仕えた社

家に生まれた。和歌は幼少から千家俊信に師

事し後に本居内遠につき専ら国学を修めた。

（『島根県歴史人物事典』平成 9 年山陰中央新

報社 より） 

 



                

 

 

 

佐々木家本 
（隠岐の島町教育委員会所蔵） 



 

『玉勝間』本居宣長 

 

 

 

 
『諸国名義考』浜田藩藤原彦麻呂 

 





日韓領有権問題をめぐる国家・地域・歴史の交錯 
第 3 回 竹島／独島研究会（第 24 回日韓・日朝交流史研究会） 
 

日時： 2010 年 7 月 23 日 （金）／場所：広島大学学士会館 2 階ﾚｾﾌﾟｼｮﾝﾎｰﾙ（広島県東広島市西条） 

主催：島根県立大学 NEAR センター、啓明大学校国際学研究所 

後援：日韓・日朝交流史研究会、韓国東北亜歴史財団 

 

10:00～10:10：開会の辞（島根県立大学 NEAR センター長：井上治） 

10:10～10:20：後援者あいさつ（東北亜歴史財団独島研究所長：李薫） 

10:20～10:30：韓国側代表者あいさつ（啓明大学教授：李盛煥） 

10:40～12:00：第 1 セッション「領有権問題における地域行政の交錯」 

<司会> 佐藤壮（島根県立大学） 

・福原裕二（島根県立大学）：「竹島と島根県」 

・李盛煥（啓明大学）：「独島と慶尚北道」 

討論者：張基善（東北大学）／玄大松（成均館大学） 

12:00～13:30:：昼食（学士会館内レストラン「ラ・ボエーム」） 

13:30～14:50：第 2 セッション「領有権問題をめぐる主権国家の戦略」 

<司会>李盛煥（啓明大学） 

・佐藤壮（島根県立大学）：「領土問題における正統化戦略」 

・朴昶建（国民大学）：「日本の竹島協商戦略」 

討論者：福原裕二（島根県立大学）／金龍珉（昌原大学） 

14:50～15:10：休憩 

15:10～16:30：第 3 セッション「領有権問題以前の史的展開の再検討」 

<司会>井上治（島根県立大学） 

・森須和男（NEAR センター市民研究員）：「天保竹嶋一件裁決後の鬱陵島と日本人（一）」 

・朴炳涉（啓明大学校）：「安龍福事件の再検討」 

討論者：杉原隆（島根県竹島問題研究会副座長）／金龍煥（東北亜財団独島研究所） 

 

16:40～17:30：総括討論（司会：福原裕二） 

（発表者、討論者など、参加者全員） 

 

18:30～20:30：懇親会（学士会館内レストラン「ラ・ボエーム」） 

◎報告者の報告時間は 30 分、討論者のコメントは 10 分、それぞれ時間厳守とさせていただきます。 

◎本研究会の運営にあたっては、平成 22 年度文部科学省科学研究費補助金（若手研究［Ａ］）「新視角に

基づく竹島／独島の総合的研究」、平成 21 年度福武学術文化振興財団「歴史学・地理学研究助成」（研究

課題名：鬱陵島の近代―水産業の史的展開を軸にした知られざる日本という存在の実証的解明―」、2010

年度平和中島財団「アジア地域重点学術研究助成」（研究課題名：竹島研究における第三の視角に基づく

『地域にとっての竹島』の実証的研究）の助成を受けています。 
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